




















































































もっとも、説明に用いられている σ2＝ ＋ という式は、未知の母分散と標本分散の和が未知の
母分散と一致するように書かれているため、移項して整理すると
σ2＝ となることを示すにはわかりやすいが、その後で、これが実は母分散の不偏推定値であること


































これをｍで割る。左辺の σ＾２ は、σ２ に限りなく近づくことが期待されるので、
σ２ ＝ ＋
と書いてもよいであろう。それから両辺をｎ倍して












「第１章でも説明したように、 （Xi－c）２ を最小にする定数ｃは Xである。したがって、標本平均が母平均と
















































































































s２ ＝ （ ）２＋（ ）２＋…＋（ ）２
と書ける。この大カッコ内は標準化された正規分布を２乗した値、つまりカイ２乗分布である。大カッコ内を Y２
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